
　主な仕様

・電源電圧：３Ｖ～５Ｖ（Ａｒｄｕｉｎｏ接続可）　・Ｉ２Ｃクロックスピード：最大４００ｋＨｚ

・分解能は、設定により温度１４、１１、８ビット、湿度１４、１１ビット精度を選択可能。

・スリープモード時の消費電流２００ｎＡ（ＨＤＣ１０００本体の消費電流)
　－　８２０ｎＡ＠１秒１回サンプリング、１１ビット相対湿度計測

　－　１．２ μ Ａ＠１秒１回サンプリング、１１ビット温度、相対湿度計測

・相対湿度（ＲＨ）レンジ：０％～１００％（無結露状態）　計測精度±３％　

・温度測定レンジ：－２０℃～＋８５℃　計測精度±０．２℃　　　

   １　２　３　４　５ 

ピン番号 信号名 入出力  機能

1 ＋Ｖ － 電源入力端子（３Ｖ～５Ｖ）

2 ＳＤＡ 双方向 Ｉ２Ｃ－Ｂｕｓデータ入出力端子

3 ＳＣＬ 入力 Ｉ２Ｃ－Ｂｕｓクロック入力端子

4 ＲＤＹ

（ＤＲＤＹ n）

出力 データ変換終了信号（終了＝Ｌ）

（基板上はＲＤＹと表記）

5 ＧＮＤ － 電源グランド端子

                            HDC1000 使用　Ｉ２Ｃ－Ｂｕｓインタフェース

　　温度・湿度（統合型）　低電力デジタルセンサ　モジュール

◆低消費電力、高精度１４ビット温度湿度センサＨＤＣ１０００（ＤＳＢＧＡパッケージ　8-bump）を、使いやすい

　２．５４ｍｍピッチ５ピンＳＩＰモジュールにしました。

◆熱容量を下げ、被測定空気の流通を確保する為に、特殊な基板形状を採用しています。

◆ＳＣＬ、ＳＤＡバス用、ＤＲＤＹｎ信号用プルアップ抵抗（各１０ｋ Ω）が基板に実装されています。

◆スリープモード時の消費電流２００ｎＡ（ＨＤＣ１０００本体の消費電流）

◎注意：ＨＤＣ１０００はデバイス底面の穴から空気を取り込んで計測しており、その為に実装されたＨＤＣ１０００と 

　　　　基板との間に隙間があります。この隙間をふさがないようにしてお使いください。

◆ピン番号(部品面）　　　　◆機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆サイズ：単位ｍｍ（裏面）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穴径０．８ｍｍ 

 ◆レジスターマップ                            　　　                            ◆回路図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆使い方
　お使いのマイコン（ＰＩＣやＡｒｄｕｉｎｏなど）とＩ２Ｃ接続してください。プルアップ抵抗は内蔵されています。

　ＲＤＹ信号ピンを利用すれば、時間待ちルーチンを使用する事なく、変換後すぐに読み込むようなプログラムを作成する事も可能です。

　Ｉ２Ｃアドレスは１００００００（７ビットアドレス）固定です。

○電源投入後１５ｍ秒待ち、最初に Configuration レジスタを設定します。下記がその内容です。

ビット 名前 用途 0 １

１５ ＲＳＴ  ソフトウェアリセットビット

　　　　　　　　　　 

 ノーマル動作  １を書き込むとリセットされます。リセット動作後、

ノーマル動作に移行した場合、自動的に０になります

１４～１３ Reserved  予約ビット  必ず０に設定してください

１２ ＭＯＤＥ  モード設定ビット　　  温度、湿度 16bit を個別に取り込みます  温度、湿度の順で 32bit 一度に取り込みます。

１１ ＢＴＳＴ  電源電圧状態表示ビット  電圧＞２．８Ｖ（リードのみ）  電圧＜２．８Ｖ（リードのみ）

１０ ＴＲＥＳ  温度の分解能設定ビット  １４ビット分解能  １１ビット分解能

９～８ ＨＲＥＳ  湿度の分解能設定ビット  ００＝１４ビット分解能　　０１＝１１ビット分解能　　１０＝８ビット分解能

７～０ Reserved  予約ビット  必ず０に設定してください

○データの取り込み方

　１）ＭＯＤＥ＝０の場合

　　・温度を取り込む場合はレジスタポインタ０ｘ００を、湿度の場合は０ｘ０１を指定します（送信）。このタイミングで変換が開始されます。



　　・変換時間を待つか、ＲＤＹピンの出力がＬになるのを待ちます。

　　　変換時間は　温度の場合１１ビット分解能で３．６５ｍ秒、１４ビットで６．３５ｍ秒。

　　　　　　　　　湿度の場合８ビット分解能で２．５ｍ秒、１１ビットで３．８５ｍ秒、１４ビットでは６．５ｍ秒　になります。

　　・データを受信します。１６ビット長のＭＳＢ揃えで２バイトのデータが送られて来ますので、次式にしたがって計算してください。

　　　分解能が１４ビットの場合、ビット１～０が０。１１ビットの場合ビット４～０が０。８ビットの場合ビット７～０が０になります。

　　　　★温度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★湿度

　　　

　２）ＭＯＤＥ＝１の場合

　　・レジスタポインタは０ｘ０ 0（温度データレジスタ）を指定します（送信）。　このタイミングで変換が開始されます。

　　・変換時間を待つか、ＲＤＹピンの出力がＬになるのを待ちます。

　　・変換時間は上記ＭＯＤＥ＝０で記述した温度・湿度双方の値を設定ビット数に応じて合計してください。

　　・データを受信します。１６ビット長のＭＳＢ揃えで２バイトのデータが、温度、湿度の順で連続して４バイト送られてきます。

　　　最初の１６ビット（温度）と、後の１６ビット（湿度）に分けて、上記の計算を行ってください。

◆参考資料　（詳しくはメーカー資料をご覧ください）


